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漁業経営の
維持確保

市町村名 与那国町

令和４年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

2-② 与那国町漁業担い手育成プラン実施事業 新・沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第4章-3-（7）-エ

農林漁業の担い手育成・確保
及び経営安定対策等の強化

担当部課名 産業振興課　農林水産班
事業実施

（予定）年度
平成26～令和13年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-（6）

令和4年度は新規就業者が１名増、老齢による引退者１名。漁業従事者は前年度と同数の39名となった。

事業内容 与那国町の漁業事業団体による漁業設備の貸付けに対して支援を行い、漁業従業者の維持確保を図る。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

32,000 54,50045,956

(d)繰越額

R4年度（繰越）

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 36,000 32,000 54,500 23,140 23,140

(b)予算現額 23,140

(c)増減額(b-a) 9,956 0 0 ▲ 23,140 0

23,140

A．計(b+d) 45,956 32,000 54,500 23,140 23,140

B．執行済額 37,387 24,455 49,800 16,185

うち交付金充当額 2,909 19,564 39,841 12,984

次年度繰越額

執行率（％）(B/A) 81.4% 76.4% 91.4% 0.0% 69.9%

予算の状況の説明
当初計画していた１名のエンジン及び装備品について、機材導入に際し不測の日数を要した為、次年度繰越事業を完
了した。不用額6,955千円は導入残額ではあるが、活動目的、成果目標の達成状況を鑑みて適正であったと考える。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R4活動目標（指標）

達成状況

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

漁業従事者団体が、操業に必要な漁船等を新
規・既存漁業者に貸し付ける場合の購入に対
し支援の実施

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

漁業従事団体が貸付けるための船舶、エンジン及び装備品の購入に対し補助を行った。

漁船の購入及び
貸付の実施

漁船の購入及び
貸付の実施

R2年度 R3年度

【参考指標】
漁業経営の安定確保

目　標

実　績

漁業経営の
維持確保

漁業経営の
維持確保

漁業経営の
維持確保

漁業経営の
維持確保

目標値
（　年度）

既存漁業従事者の維持確保　39人以上

目　標

実　績 39人 39人 39人

基準値
（　H25年度）

漁業経営の
維持確保

進
捗
状
況
説
明

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R4成果目標（指標） R4年度

漁船の購入及び
貸付の実施

漁船の購入及び
貸付の実施

漁船の購入及び
貸付の実施

漁船の購入及び
貸付の実施

漁船の購入及び
貸付の実施

漁船の購入及び
貸付の実施



・漁業従事者の維持確保を行うため、　町広報誌等で与那国町で漁業に従事する事の魅力をPRする。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

・令和４年度前年度から維持ではあるが、漁業従事者維持確保３９名の成果目
標達成した。漁業従事者の高齢化が進んでおり、２０代～４０代の新規就業者
獲得が今後の課題になる。

・沖縄地域漁業担い手確保事業を活用し、新たなIUターン者の確保を図
り、更なる漁業従事者の維持確保を図るため漁協を及び町によるPR活動
を引き続き行い、他事業の移住定住促も絡めた推進を行う。

今後の取り組み方針

市町村
負担金

資
金
の
流
れ
、

費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○補助金の支出先については、漁業従事団体を対象としていることか
ら、支出先として妥当であると考える。
○見積等を徴収し、予算規模を決定しており妥当であったと考えてい
る。
○受益者負担については事業費の20％及び対象外費用をｔ負担してお
り、妥当であったと考えている。
〇費目・使途については事業目的達成の観点から必要なものなのか等
について額の確定時において支出等に関する書類により確認、適正で
あった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

〇 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

20,232 16,185 12,984 3,201 4,046

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額

与那国町

16,185千円
与那国町漁業協同組合

与那国町漁業協同組
合

16,185千円

補助金
16,185千円

中古船、エンジン取替及び装
備品購入にかかる補助金

受益者負担分

（交付対象外経費）

４，０４６千円 受益者負担20％
及び対象外経費


